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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

橋
り
ょ
う
の
修
繕
に
は
河
川
管

理
者
と
の
調
整
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
当
該
橋
り
ょ

う
が
建
設
か
ら
１
０
０
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
老
朽
化
と
と
も
に
当
時

の
工
法
・
部
材
が
影
響
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
、
平
均
年
齢

が
耐
用
年
数
を
上
回
る
全
国
の

鉄
道
施
設
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
山
陽
本
線
の
瀬
野

〜
八
本
松
間
の
土
砂
崩
壊
現
場

を
視
察
し
た
。
当
該
区
間
は
９

月
９
日
に
運
転
を
再
開
し
て
お

り
、視
察
時
も
徐
行
運
転
な
が

ら
も
列
車
が
運
行
し
て
い
た
。

を
行
っ
た
。
今
回
の
視
察
は
８

月
10
日
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本

部
・
広
島
地
本
と
と
も
に
現
地

視
察
を
行
い
、被
災
状
況
の
深

刻
さ
を
確
認
し
た
上
で
の
国
会

議
員
へ
の
働
き
か
け
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
実
現
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
芸
備
線
狩
留

家
〜
白
木
山
間
の
第
１
三
篠
川

　

９
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
泉
健
太
副
会
長

を
は
じ
め
６
人
の
国
会
議
員
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
・
広
島

地
本
、
貨
物
鉄
産
労
と
と
も
に
、

被
災
線
区
で
あ
る
山
陽
本
線
、

芸
備
線
、
呉
線
お
よ
び
広
島
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
現
地
視
察

一
方
、
山
の
斜
面
は
土
砂
崩
壊

が
起
き
た
状
況
の
ま
ま
手
つ
か

ず
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　

次
に
訪
れ
た
呉
線
の
水
尻
駅

は
大
量
の
土
砂
が
流
入
し
た
こ

と
に
よ
り
駅
設
備
や
軌
道
が
埋

没
し
た
。
当
該
区
間
は
す
で
に

復
旧
し
て
お
り
、
駅
構
内
の
設

備
や
踏
切
な
ど
は
新
し
い
も
の

う
に
人
の
高
さ
ほ
ど
の
辺
り
に

泥
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
広
島
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
で
代
替
輸
送
の
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
山

陽
本
線
の
広
島
か
ら
下
り
方
面

が
復
旧
し
、
山
口
方
面
へ
の
鉄

道
貨
物
輸
送
は
９
月
９
日
か
ら

再
開
し
て
い
た
が
、
岡
山
方
面

と
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
現
在
も

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
構
内
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

と
ト
ラ
ッ
ク
が
交
錯
す
る
作
業

は
煩
雑
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、

安
全
確
保
の
面
か
ら
も
課
題
が

あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

広
島
駅
に
帰
着
後
、
議
員
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
の
政
策
要
望
と
し
て
、
災

害
復
旧
補
助
の
拡
充
を
は
じ
め

と
す
る
早
期
復
旧
支
援
と
と
も

に
、
防
災
・
減
災
対
策
、
治
山
・

治
水
事
業
と
あ
わ
せ
た
地
域
全

体
の
総
括
的
な
対
策
の
必
要
性
、

バ
ス
代
行
・
鉄
道
貨
物
代
替
輸

送
の
課
題
な
ど
を
訴
え
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
各
議
員
か
ら
は

人
流
・
物
流
に
お
け
る
リ
ダ
ン

ダ
ン
シ
ー
、
老
朽
化
設
備
の
大

規
模
改
修
に
対
す
る
税
制
上
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
、
今
後

の
政
策
活
動
に
反
映
す
べ
き
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
近
年
の
鉄
道

被
災
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
将
来

を
見
据
え
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
や

各
加
盟
単
組
は
も
と
よ
り
、
連

合
や
交
運
労
協
と
も
連
携
を
さ

ら
に
深
め
、
既
存
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
政
治
・
行
政
や
世

の
中
へ
訴
え
る
活
動
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
。

じ
め
、
時
代
を
先
取
る
労
働
環

境
・
制
度
の
構
築
、
男
女
平
等

参
画
社
会
を
実
現
し
よ
う
」
を

掲
げ
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
に
お
け
る
「
総
合
生
活
改
善

闘
争
」
に
継
続
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
方
針
と
し
て
決
定
し
た
。

　

今
秋
に
お
け
る
労
働
協
約
改

訂
交
渉
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
が
、
働
く

者
の
立
場
か
ら
働
き
方
改
革
を

前
進
さ
せ
る
べ
く
、
勤
務
制
度

を
中
心
に
、
各
種
労
働
条
件
を

改
善
す
る
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

今
後
、
労
働
政
策
委
員
会
を

中
心
と
し
て
、
２
０
１
９
春
季

生
活
闘
争
に
む
け
た
議
論
を
展

開
し
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ

て
あ
る
べ
き
労
働
環
境
を
実
現

し
て
い
く
。

　

６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け
て
、
集
中
豪
雨
が
日
本

列
島
を
襲
い
、
西
日
本
を
中
心
と
し
て
土
砂
崩
壊
、
河
川
氾

濫
、
堤
防
決
壊
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
２
０
０
人
を
超
え
る
多

く
の
人
命
を
奪
い
、住
宅
な
ど
に
浸
水
被
害
等
を
及
ぼ
し
た
。

そ
し
て
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）」
と
し
て

７
月
24
日
に
激
甚
災
害
指
定
さ
れ
た
。

　

鉄
道
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
Ｊ
Ｒ
四
国
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ

東
海
、
Ｊ
Ｒ
九
州
な
ど
で
復
旧
に
長
期
間
を
要
す
る
被
害
を
受

け
た
。
９
月
14
日
現
在
、
Ｊ
Ｒ
連
合
組
合
員
の
尽
力
と
と
も

に
国
・
地
方
自
治
体
と
の
連
携
や
地
域
の
各
関
係
者
の
支
援

に
よ
り
、
多
く
の
路
線
が
復
旧
に
至
っ
て
い
る
も
の
の
、
い

ま
だ
に
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
路
線
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　ＪＲ連合加盟のＪＲＥユニオン
と貨物鉄産労は、9月に入り相次い
で新たな仲間を迎え入れた。
　引き続き、真に民主的な労働組
合に結集することの重要性を訴え
ていく。

【ＪＲ東海ユニオン】
１．フレックスタイム制の適用範囲拡大
・本社、本社附属機関及び地方機関にフレッ
　クスタイム制を適用（一部除く）
２．保存休暇の使途拡大
・当該年度に付与した年休の残日数が10日以
　下の場合で、人事部長が別に定める反復・
　継続して治療が必要な疾病等により通院す
　る場合、保存休暇の取得を可能
３．基本協約の条文の改訂
４．始終業時刻の柔軟化
・日勤勤務に従事する社員、専任社員及び契
　約社員の始終業時刻について、定期的な通
　院、通勤緩和、育児又は介護の理由により
　希望し、箇所長が事業の正常な運営に支障
　がないと判断した場合、柔軟な運用を認める
５．通称の導入
・婚姻等により戸籍上の氏名が変わった場合
　等においても、業務においては旧来の氏名
　を通称として使用することを認める
６.　リワークトレーニングの適用対象の拡大
・メンタルヘルス不調に加え、円滑な就労復
　帰のためのサポートが必要と管理医が認め
　た病気やけがも対象
７.　健康増進イベントの新設
・体力年齢の測定を軸としたイベントを地区
　別に開催。これにあわせ、現在実施してい
　るソフトボール大会を廃止するとともに職
　場レクリエーションの経費補助を見直す
８.　臨時社員の賃金の一部見直し
・臨時社員の賃金を、社員同様に一部見直す

【ＪＲ西労組】
１．企業内保育所の設置
・吹田駅付近に、企業内保育所を設置
２．治療に関する無給休暇の新設
・がん、脳卒中、心疾患、糖尿病、肝炎の治
　療及び不妊治療のために通院する場合に使
　用できる無給休暇を新設。（各月５日以内）
　進級・昇格欠格条項には該当しない
３．人間ドック受診の支援制度改善
・大阪鉄道病院・ＪＲ広島病院で人間ドック
　を受診する際、自宅からの船車賃を支給。
　直接予約を可能とし、現地精算は不要
４・フレックスタイム制の適用範囲の拡大
・土木技術センター、建築区、機械区にフレッ
　クスタイム制を適用
５．モバイルワークの試行拡大
・試行箇所に一部支社（精査中）を加えると
　ともに、対象者に管理職社員を追加。端末
　貸出手続きや、業務内容報告を簡略化
６．保存休暇の使用目的の追加
・風水震火災等の災害により家屋に損害を受
　けた場合、保存休暇の使用を可能

【ＪＲ四国労組】
１．添乗旅費の増額を含む添乗業務の改善
・添乗旅費の増額（国内旅行：日当3,600円、
　修学旅行：日当4,600円）
・添乗業務を行う日は、原則として添乗業務
　に関連する業務以外の業務には従事させな
　いなお、従事した場合はその時間数を時間
　外労働として取り扱い、超過勤務手当を支

　給する
２．緊急呼出手当の適用範囲拡大
・緊急の場合には、呼び出しの事由に関わら
　ず、緊急呼出手当を支給
３．人事異動の事前通知日数の一部見直し
・動力車乗務員研修及び車掌研修の終了に伴
　う転勤発令の事前通知を14日前に行う
４．サポーター社員（時給適用者）の賃金引
　　き上げ
・駅勤務者等の基本賃金を30円増額
・職種等に「事業開発本部（通販担当）」を
　新設
５．契約社員等の勤務等制度の一部改正
・契約社員の有給休暇（結婚・忌引等）等の
　新設、諸手当の改善、エキスパート社員の有
　給休暇（結婚等）等の新設など
６．無期雇用転換時期の不公平を是正
・平成31年４月１日（平成25年４月１日以降
　に新たに締結または更新した雇用契約期間
　が通算５年を超える者が対象）
７．有期契約社員時に付与された年休の取り
　　扱いを改善
・社員の保存休暇に累積される失効年休につ
　いて、契約社員時に付与された年休を含める
・無期契約社員の保存休暇についても同様に
　取り扱う
８．賃金の計算に伴う時間計算の取り扱いの
　　改正
・１箇月単位で１時間未満の端数（分単位）
　がある場合に端数整理を行わない

【ＪＲ九州労組】
１．年休付与日数等の見直し
・勤続１年に達したときに16日付与
２．不妊治療を受診する場合の積立保存休暇
　　及び保存休暇の使用
３．配偶者が出産する場合の有給休暇の新設
・子１人につき１日付与、取得期限は出産の
　日より３箇月以内
４．指令長手当の新設
・各指令（線区指令を含む）に従事する者が、
　指令長業務に正規の勤務時間の1/2以上従
　事した場合、１日につき250円支給
５．地域社員の業務災害補償等の見直し
・社員と同様に見直し
６．地域社員（医療）及び試用地域社員（医
　　療）の基本賃金表の見直し
７．地域社員及び嘱託再雇用社員の期末手当
　　の支払範囲の拡大
・期末手当の基準日前１箇月以内に退職し又
　は死亡した地域社員及び嘱託再雇用社員に
　まで支払範囲を拡大
８．効績章表彰制度の見直し
・地域社員の勤続年数の取扱いについて、短
　時間勤務の適用期間は、その全期間を選考
　の基準における勤続年数に通算
９．自社線のＳＵＧＯＣＡ職務乗車証交付対
　　象者の拡大
・勤続年数１年未満の地域社員についても交付
10．定期健康診断時における血液検査、腹囲
　 　検査及び心電図検査の受診対象者の見直し
・全ての年齢の社員、地域社員及び嘱託再雇
　用社員を受診対象

芸備線の橋りょう流出現場で状況説明を受け
る参加議員

現地視察に先立って挨拶する泉衆議院議員
（21世紀の鉄道を考える議員フォーラム副会長）

早
期
復
旧
支
援
、防
災
・
減
災
対
策
に

強
く
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

労働協約【労働条件等】改訂（概要）

に
取
り
替
え

ら
れ
て
い
た

が
、
駅
周
辺

の
空
き
地
に

は
大
き
な
岩

が
無
数
に
積

み
重
ね
ら
れ

て
お
り
、付

近
の
住
宅
な

ど
の
塀
に
は
、

当
時
の
状
況

を
物
語
る
よ

橋
り
ょ
う
の

流
出
現
場
で

は
、レ
ー
ル

や
橋
桁
な
ど

の
撤
去
が
進

ん
で
い
た
。

復
旧
に
は
１

年
以
上
か
か

る
と
さ
れ
て

お
り
、
河
川

改
修
の
迅
速

化
と
と
も
に
、

　
Ｊ
Ｒ
各
単
組
は
労
使
間
の
取

扱
い
に
関
す
る
協
約
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
協
約
改
訂
に
む
け

た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
妥
結

に
至
っ
た
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
２
０

１
８
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
５

単
組
が
ベ
ア
を
獲
得
し
、
グ
ル
ー

プ
労
組
で
は
前
年
度
を
大
き
く

上
回
る
51
単
組
が
ベ
ア
を
引
き

出
し
た
。
ま
た
、
定
期
昇
給
確

保
に
加
え
、
一
時
金
や
制
度
改

善
等
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
成

果
を
獲
得
し
た
。

　

さ
ら
に
、
６
月
の
第
27
回
定

期
大
会
に
お
い
て
、
「
働
き
方

の
総
点
検
を
不
断
に
行
い
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
は

労働協約
改訂交渉
「
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
相
応
し
い

働
き
方
」の
実
現
に
む
け
て

次々と加入

貨物鉄産労
九州保全センターで

ＪＲＥユニオン
新潟の営業職場で
ＪＲＥユニオン
新潟の営業職場で

貨物鉄産労
九州保全センターで

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
災
線
区
視
察

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
メ
ン
バ
ー
中
心
に
現
状
・
課
題
を
共
有

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
災
線
区
視
察

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
メ
ン
バ
ー
中
心
に
現
状
・
課
題
を
共
有
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在
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を
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う
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総
連
・Ｊ
Ｒ
東
労
組
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９
月
22
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊

に
、
「
Ｊ
Ｒ
総
連
が
連
合
会
費

減
免
申
請
」
と
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
加
盟
の
最

大
組
織
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に

お
い
て
、
「
組
合
員
が
約
３
万

人
以
上
脱
退
し
、
財
政
が
悪
化

し
た
た
め
」
の
よ
う
だ
。
情
報

に
よ
れ
ば
、
８
月
上
旬
時
点
で

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合
員
数
は
約

１
万
３
０
０
０
人
で
、
組
合
未

加
入
者
は
約
３
万
７
０
０
０
人

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
記
事
に
は

「
連
合
に
支
払
う
会
費
の
算
出

元
と
な
る
組
合
員
を
約
４
万
８

０
０
０
人
か
ら
約
２
万
３
０
０

０
人
に
半
減
」
す
る
こ
と
を
、

10
月
に
了
承
す
る
方
針
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
の
連
合
内

に
お
け
る
発
言
力
の
低
下
は
必

至
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
９

月
18
日
付
で
「
専
従
指
定
に
対

す
る
中
央
執
行
委
員
会
見
解
」

を
発
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
１
０

０
人
以
上
の
専
従
者
が
い
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、
会
社
と
の
労

働
協
約
に
基
づ
く
専
従
数
は
10

月
か
ら
全
体
で
29
人
と
な
る
こ

と
を
中
央
執
行
委
員
会
で
確
認

し
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
は
、
機

関
決
定
に
従
わ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
東
京
・
八
王
子
・
水
戸
地

本
に
は
専
従
指
定
は
行
わ
ず
、

大
幅
に
組
合
員
が
減
少
し
た
高

崎
地
本
に
専
従
を
配
置
で
き
る

環
境
が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は

枠
数
を
残
し
て
、
29
人
よ
り
も

少
な
い
人
数
の
専
従
休
職
を
申

請
し
た
と
の
情
報
も
漏
れ
伝
わ
っ

て
い
る
。
連
合
会
費
減
免
申
請

の
動
き
が
示
す
と
お
り
単
な
る

財
政
難
と
見
る
べ
き
か
、
そ
れ

と
も
他
の
理
由
が
あ
る
の
か
、

動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
９
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
「
労
使
間
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
協
約
」
を
締
結
し
た
。

会
社
施
設
を
便
宜
供
与
さ
れ
る

も
聞
こ
え
て
く
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

組
織
が
縮
小
す
る
に
伴
い
、
連

合
内
で
の
立
場
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
お
け
る
労
使
関
係
な
ど
が
変

化
し
て
い
る
現
状
か
ら
も
、
か

つ
て
の
よ
う
な
存
在
感
は
も
は

や
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

発
展
に
む
け
て
、
民
主
的
労
働

組
合
・
労
使
関
係
を
築
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
良
識
あ
る
健
全
な

労
働
組
合
と
労
使
関
係
の
構
築

に
む
け
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
一
体
と

な
っ
て
組
織
強
化
・
拡
大
、
民

主
化
闘
争
の
総
が
か
り
の
取
り

組
み
を
力
強
く
展
開
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
強

固
に
意
思
疎
通
を
図
る
と
と
も

に
、
未
組
織
労
働
者
を
真
に
民

主
的
な
企
業
内
労
働
組
合
に
結

集
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
社

会
へ
強
く
示
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
10
月
10
日
、
「
Ｊ
Ｒ
産

業
の
発
展
に
む
け
民
主
的
な
労

働
組
合
・
労
使
関
係
を
築
く
総

決
起
集
会
」
を
開
催
す
る
。
す

べ
て
の
組
合
員
の
総
決
起
を
要

請
す
る
。

月刊連合10月号への掲載
　連合が毎月発行する「月刊連合」
の２０１８年10月号で、連載記事「オ
トナの社会科見学」にＪＲ四国・高
松駅が取り上げられ、ＪＲ四国労組・
ワープ高松管理駅分会の若手組合員
が紹介されています。
　是非、「月刊連合」10月号をご覧い
ただき、購読部数拡大にも連合の一
員として取り組みましょう。

人の背丈程に伸びたやぶに入り刈払機で草を刈る参加者

ＪＲ総連からの連合会費減免申請
を報じる  【朝日新聞（2018.9.22）】

 新幹線エンジニアリング労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ東海連合）

　

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
働

組
合
は
２
０
１
２
年
８
月
に
結
成
し
、

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
に
勤

務
す
る
正
社
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

組
織
で
す
。
現
在
、
３
０
８
人
の
組

合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
東
京
・
大
阪
の
新

幹
線
車
両
基
地
を
主
な
拠
点
と
し
て
、

新
幹
線
車
両
の
検
査
・
修
繕
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
ま

た
東
海
道
新
幹
線
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
す
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
持
っ

て
日
々
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
交

番
検
査
の
周
期
延
伸
が
２
０
１
５
年

３
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
新
幹
線
車
両

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
化
に
よ
り
、

受
注
し
て
い
る
業
務
量
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い

務
研
究
等
を
通
し
て
多
く
の
工
事
を

受
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
労
使
一
体
と
な
り
安
全

の
確
保
、
労
働
条
件
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、

労
使
協
力
の
元
、
職
域
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
昨
年
度
は
車

内
Ｉ
Ｔ
Ｖ
増
設
工
事
を
受
注
し
、
す

べ
て
の
工
事
を
無
事
故
で
完
遂
し
ま

組
合
事
務
所
に
つ
い
て
「
本
部

及
び
地
方
本
部
、
な
ら
び
に
支

部
ご
と
に
１
箇
所
を
上
限
と
し

て
許
可
す
る
も
の
と
す
る
」
と

新
た
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
制
限
で
、
い
く
つ
の
組
合

事
務
所
が
姿
を
消
す
の
か
。
こ

れ
ま
で
東
京
支
社
ビ
ル
内
に
あ
っ

た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
東
京
地
本
は
す

で
に
上
野
駅
に
移
転
し
、
本
社

ビ
ル
横
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
宿
ビ

ル
内
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、今

後
、
ビ
ル
の
耐
震
工
事
の
た
め

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
と
の
話

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月
15
〜

16
日
に
か
け
て
、
山
梨
県
巨

摩
郡
早
川
町
保
集
落
で
今
年

２
回
目
の
地
域
活
性
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
21
世
紀
の
鉄

道
の
発
展
と
地
域
活
性
化
に

向
け
た
政
策
提
言
に
基
づ
き
、

同
町
に
お
け
る
地
域
活
性
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
11
年

間
重
ね
て
き
た
。
地
域
の
年

２
回
の
共
同
作
業
日
に
併
せ

て
、
例
年
６
月
と
９
月
に
実

施
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
・

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
か
ら
の
参
加
者
と
Ｊ
Ｒ
連
合

役
職
員
の
総
勢
21
人
が
参
加
し

た
。

　

１
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

上
流
文
化
圏
研
究
所
（
上
流
研
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
講
演

を
受
け
た
あ
と
、
切
れ
味
が
悪

く
な
っ
た
草
刈
鎌
を
研
ぎ
石
で

研
磨
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ

の
夜
は
上
流
研
の
方
々
と
と
も

に
、
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開

催
し
、
翌
日
の
作
業
に
英
気
を

養
う
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士

の
親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

　

２
日
目
は
一
転
し
て
、
晴
天

に
恵
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地

域
の
方
々
と
と
も
に
、
空
き
地

な
ど
の
草
刈
り
、
農
道
や
用
水

路
の
清
掃
、
獣
害
防
止
電
気
柵

の
ツ
ル
切
り
な
ど
の
作
業
に
汗

を
流
し
た
。
作
業
終
了
後
に
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
最
後
に
は
、
集

落
の
皆
さ
ん
か
ら
手
料
理
を
ふ

る
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
を

図
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、
上
流

研
と
連
携
し
、
地
域
の
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

早
川
町
で
の
活
動
を
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
の
現
状
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
一
層

図
っ
て
い
く
。

早川町ボランティア
ボランティア活動を通じて地域との交流

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

　

９
月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

交
運
労
協
の
一
員
と
し
て
、
福

井
市
に
お
け
る
鉄
軌
道
部
会
及

び
バ
ス
部
会
の
合
同
視
察
会
及

び
学
習
会
に
参
加
し
た
。

　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
、

福
井
駅
か
ら
田
原
町
駅
に
訪
れ
、

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
よ
り
、
会
社
発

足
の
経
緯
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
説
明
を
受
け
た
。
当
駅
は

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と

福
井
鉄
道
の
相
互

乗
り
入
れ
の
た
め
、

２
０
１
６
年
に
改

良
さ
れ
た
駅
で
あ

り
、
両
社
の
Ｌ
Ｒ

Ｖ
が
行
き
来
し
て

い
た
。

　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

は
、
京
福
電
鉄
が

２
度
の
正
面
衝
突

事
故
を
契
機
に
運

行
を
休
止
し
た
営
業
路
線
を
継

承
し
た
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
運

行
休
止
期
間
に
お
け
る
代
行
バ

ス
が
深
刻
な
道
路
渋
滞
を
招
い

た
こ
と
か
ら
、
鉄
道
の
重
要
性

が
見
直
さ
れ
発
足
し
た
。
開
業

当
初
か
ら
右
肩
上
が
り
で
利
用

客
を
増
や
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
福
井
鉄
道
を
利
用

し
て
移
動
し
た
福
井
駅
周
辺
で

は
、福
井
鉄
道
・
駅
前
線
の
延

伸
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

福
井
鉄
道
は
２
０
０
９
年
に

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法

に
基
づ
く
鉄
道
事
業
再
構
築
事

業
の
第
１
号
と
し
て
、
上
下
分

離
方
式
に
よ
る
公
共
交
通
の
維

持
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
福
井
駅
西
口
交
通
広
場
整

備
と
あ
わ
せ
て
駅
前
線
を
延
伸

す
る
な
ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
骨
格
を
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
福
井
市
よ
り
同
市

を
取
り
巻
く
公
共
交
通
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
同
市
に
お
け
る
地
域
公
共

交
通
の
取
り
組
み
は
、
地
域
が

事
業
者
と
と
も
に
連
携
・
協
働

し
た
好
事
例
と
捉
え
ら
れ
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
政
策
活
動
に
お
い
て

も
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
、
有
意

義
な
視
察
と
な
っ
た
。

えちぜん鉄道田原町駅で停車するＬＲＶ

定期大会で挨拶する奥村貴樹委員長

し
た
。
こ
れ
ま
で
浜

松
工
場
や
車
両
メ
ー

カ
で
し
か
施
工
で
き

な
か
っ
た
「
改
造
」

を
受
注
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
非
常

に
大
き
な
成
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
供
食
設
備

の
一
元
管
理
化
と
し

て
全
般
検
査
施
工
分

も
含
め
て
全
て
受
注

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
業

交
運
労
協
二
部
会
合
同
視
察
会
及
び
学
習
会

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
地
域
活
性
化

日時　2018年10月10日（水）
　　　18：15～19：30
場所　田町交通ビル
　　　（東京都）

ＪＲ産業の発展にむけ
民主的労働組合・
労使関係を築く
総決起集会


